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論文内容の要旨
本論文では，特性可変フィノレタの構成に関する研究を， 5 つの章に分けてまとめている口
第 l 章は緒論であり，本研究の課題である特性可変フィルタについて概説し，本研究を行うに至った
理由，本研究に関する従来の経過と本研究の意義について述べている。
第 2 章では，能動 RC 回路網の状態方程式を導き，周期的なスイッチ lとより，コンダクタンスおよび
シャイレータコンダクタンス，制御電源や負性インピーダンス変換器の伝達係数などの値を制御する手
法を示している。次にその結果を用いて能動 RC フィルタの周波数特性をスイッチの導通比によって調
整する万法を提案し，実験によってその正当性を確認している。
第 3 章では，特性可変ディジタノレフィノレタの設計法を提案している。まず 1 次の低域および、高域ディ
ジタルフィルタの遮断周波数を調整する万法を示している。次 l乙 2 次の帯域除去ディジタノレフィルタの
伝達関数を定式化し，係数とノッチ周波数および除去幅との関係を明らかにしている。乗算器抽出法を
用いてこれらのディジタ lレフィルタの一連の回路構成を導出し，必要ハードウェアと雑音特性につい
て比較している。
また，周波数変換を用いて特性可変帯域通過および帯域除去フィノレタを設計する手法を提案し，中心
(ノッチ)周波数と帯域幅(除去幅)をそれぞれ独立に調整する万法を示している。
最後に 2 次および 6 次の帯域通過および帯域除去フィルタの計算機シミュレーションを行い，理論の
有効性を確認している。
第 4 章では，低素子感度特性を有する特性可変デ、ィジタノレフィルタの構成法を二つ示している。まず，
すでに得られている構成に遅延器の置き換えと遅延器の挿入を施す乙とによって一連の新しい構成を得
。。つ白? ?
る方法を提案している。つぎに多重フィードパック構造を用いて高次の伝達関数の実現に適した構成法
を示している。
これらの手法は伝達関数の極の位置が， z 一平面上の点 Z = 1 に非常に近いディジタルフィルタの実
現に適したものであり，それらを用いて従来の構成よりも低素子感度を有する 2 次のフィルタの回路構
成を導いている。最後に 2 次および 6 次の低域通過フィルタの計算機シミュレーションを行い，提案さ
れた手法の有効性を確認している。
第 5 章は，本論文の結論であり，本研究の成果を総括するとともに，今後に残された問題点と発展万
向についても述べている。
論文の審査結果の要旨
本論文は特性可変な能動 RC フィルタおよび、ディジタルフィルタの構成についての研究をまとめたも
ので，主要な成果を要約すると次の通りである。
(1) 線形能動 RC 回路網に周期的なスイッチを導入する乙とによって特性可変フィノレタを構成する手法
を示している。乙の手法を用いて 2 次の特性可変能動 RC フィルタを設計し，実験lとよりその特性が
理論とよく一致するととを確かめている。
(2) ディジタノレフィノレタにおける乗算器の丸め誤差による雑音特性を考慮した，特性可変ディジタルフ
ィルタの設計手法について論じ，乗算器抽出法による特性可変デ‘ィジタルフィルタの構成法を得ている。とこ
で提案された構成法によれば，最小個数の乗算器を用いたフィルタが実現できる。乙の構成法にした
がって， 2 次および 6 次の帯域通過および帯域除去フィルタを設計し，計算器シミュレーションによ
って理論の有効性を確かめている。
(3) 低素子感度特性をもっ特性可変デジタルフィ jレタの構成法として，すでに得られている構成に対し
遅延器の置換と挿入を施す手法，ならびに高次の伝達関数の実現に適した多重フィードパック構造を
用いる手法を提案し，乙れらの手法の有効性を計算機シミュレーションによって確認している。
以上のように本論文は，特性可変フィルタの構成に関して多くの新知見を得ており，通信工学の発展
に貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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